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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作装置の変位を当該操作装置に内蔵されたセンサにて検出してセンサ情報として出力
するセンサ部と、前記センサ情報を送信する送信部とを備えた前記操作装置に接続可能な
表示制御装置において、
　前記操作装置から前記センサ情報を受信する受信手段と、
　前記センサ情報に基づいて前記操作装置の動きを判定し、判定された前記操作装置の動
きと連動して方向ポインタと位置ポインタとを含むポインタ画像をコンテンツ上に表示制
御する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
前記センサ情報に基づいて前記操作装置の回転角度を算出し、算出された回転角度に応じ
て、前記位置ポインタの周囲を旋回するように前記方向ポインタを表示制御し、
　前記方向ポインタの位置が所定の位置になった場合に、前記ポインタ画像を前記操作装
置の動きと連動せず、固定した位置に表示されるピン画像に切り替えて前記コンテンツ上
に表示する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、
　前記位置ポインタを略円形状の図形として表示し、
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　前記方向ポインタを、方向を示す頂点を有する図形として表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　操作装置と、前記操作装置に接続可能な表示制御装置と含む表示システムであって、
　前記操作装置は、
　前記操作装置の変位を当該操作装置に内蔵されたセンサにて検出してセンサ情報として
出力するセンサ部と、
　前記センサ情報を送信する送信部と
　を備え、
　前記表示制御装置は、
　前記操作装置から前記センサ情報を受信する受信手段と、
　前記センサ情報に基づいて前記操作装置の動きを判定し、判定された前記操作装置の動
きと連動して方向ポインタと位置ポインタとを含むポインタ画像をコンテンツ上に表示制
御する表示制御手段と、
　を備え、
　前記センサ情報に基づいて前記操作装置の回転角度を算出し、算出された回転角度に応
じて、前記位置ポインタの周囲を旋回するように前記方向ポインタを表示制御し、
　前記方向ポインタの位置が所定の位置になった場合に、前記ポインタ画像を前記操作装
置の動きと連動せず、固定した位置に表示されるピン画像に切り替えて前記コンテンツ上
に表示する
ことを特徴とする表示システム。
【請求項４】
　操作装置の動きを当該操作装置に内蔵されたセンサにて検出してセンサ情報として出力
するセンサ部と、前記センサ情報を送信する送信部とを備えた操作装置に接続可能な表示
制御装置におけるポインタ表示方法であって、
　前記操作装置から前記センサ情報を受信するステップと、
　前記センサ情報に基づいて、ポインタを表示するステップと、
　を有し、
　前記ポインタを表示するステップは、
　前記センサ情報に基づいて前記操作装置の動きを判定し、判定された前記操作装置の動
きと連動して方向ポインタと位置ポインタとを含むポインタ画像をコンテンツ上に表示し
、
　前記センサ情報に基づいて前記操作装置の回転角度を検出し、検出された回転角度に応
じて、前記位置ポインタの周囲を旋回するように前記方向ポインタを表示し、
前記方向ポインタの位置が所定の位置になった場合に、前記ポインタ画像を前記操作装置
の動きと連動せず、固定した位置に表示されるピン画像に切り替えて前記コンテンツ上に
表示する
　ことを特徴とするポインタ表示方法。
【請求項５】
　操作装置の動きを当該操作装置に内蔵されたセンサにて検出してセンサ情報として出力
するセンサ部と、前記センサ情報を送信する送信部とを備えた操作装置に接続可能なコン
ピュータにおいて実行されるプログラムであって、
　前記コンピュータに、
　前記操作装置から前記センサ情報を受信する受信機能と、
　前記センサ情報に基づいて前記操作装置の動きを判定し、判定された前記操作装置の動
きと連動して方向ポインタと位置ポインタとを含むポインタ画像をコンテンツ上に表示制
御する表示制御機能と、
　を実現させるプログラムであって、
　前記表示制御機能は、
　前記センサ情報に基づいて前記操作装置の回転角度を検出し、検出された回転角度に応
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じて、前記位置ポインタの周囲を旋回するように前記方向ポインタを表示制御し、
　前記方向ポインタの位置が所定の位置になった場合に、前記ポインタ画像を前記操作装
置の動きと連動せず、固定した位置に表示されるピン画像に切り替えて前記コンテンツ上
に表示する
　ことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、装置の変位をセンサ情報として検出するセンサ部と、前記センサ情報を送信
する送信部とを備えた操作装置に接続可能な表示制御装置等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、文章ファイルや画像ファイルといったコンテンツを一又は複数表示する制御
が可能な表示装置が知られている。また、このような表示装置を用いたプレゼンテーショ
ンの場などにおいては、説明している箇所等、表示されたコンテンツのうち注目すべき部
分を示す場合がある。
【０００３】
　このような場合、コンテンツを強調させるために、表示装置に接続されているＰＣ等の
機器の入力装置を操作してポインタを表示させたり、操作ペンでストロークを手書き入力
したりする方法がよく行われている。また、レーザーポインタなどの装置を用いて、表示
装置上に光を当てて、強調したい位置を示す方法が行われている。
【０００４】
　また、操作ペンに線種や線色を記憶させ、入力対象となる装置に設定内容を通知するも
のや（例えば、特許文献１参照）、操作ペンに測色センサを有し、対象物の色情報を検出
し、表示装置へ出力できるものが提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１５０３０４号公報
【特許文献２】特開２０１３－２５０８０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、強調したい部分にポインタを表示させたとしても、ポインタにより示す位置は
解っても、細かい部分としてどの部分を示しているのかが伝わりにくかった。
【０００７】
　また、マウスポインタやレーザーポインタを使用しても、視認性を向上させるために、
ポインタの形状を変更する等の設定が必要であり、必ずしも利便性が高いとは言えなかっ
た。
【０００８】
　上述した課題を解決するために、本発明は、操作者の操作に応じて、ポインタの表示態
様を制御することにより、操作者にとって使い勝手の良い表示制御装置等を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題に鑑み、本発明の表示制御装置は、
　装置の動きをセンサ情報として検出するセンサ部と、前記センサ情報を送信する送信部
とを備えた操作装置に接続可能な表示制御装置において、
　前記操作装置から前記センサ情報を受信する受信手段と、
　前記センサ情報に基づいて前記操作装置の動きを判定し、判定された前記操作装置の動
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きと連動して位置ポインタを表示制御する位置ポインタ表示制御手段と、
　前記センサ情報に基づいて前記操作装置の回転角度を検出し、検出された回転角度に応
じて、前記位置ポインタの周囲を旋回するように方向ポインタを表示制御する方向ポイン
タ表示制御手段と、
　を備えたことを特徴とする。
【００１０】
　本発明のポインタ表示方法は、
　装置の動きをセンサ情報として検出するセンサ部と、前記センサ情報を送信する送信部
とを備えた操作装置に接続可能な表示制御装置におけるポインタ表示方法であって、
　前記操作装置から前記センサ情報を受信するステップと、
　前記センサ情報に基づいて、ポインタを表示するステップと、
　を有し、
　前記ポインタを表示するステップは、
　前記センサ情報に基づいて前記操作装置の動きを判定し、判定された前記操作装置の動
きと連動して位置ポインタを表示し、
　前記センサ情報に基づいて前記操作装置の回転角度を検出し、検出された回転角度に応
じて、前記位置ポインタの周囲を旋回するように方向ポインタを表示する、
　ことを特徴とする。
【００１１】
　本発明のプログラムは、
　装置の動きをセンサ情報として検出するセンサ部と、前記センサ情報を送信する送信部
とを備えた操作装置に接続可能な表示制御装置において、実行されるプログラムであって
　前記操作装置から前記センサ情報を受信する受信機能と、
　前記センサ情報に基づいて前記操作装置の動きを判定し、判定された前記操作装置の動
きと連動して位置ポインタを表示制御する位置ポインタ表示制御機能と、
　前記センサ情報に基づいて前記操作装置の回転角度を検出し、検出された回転角度に応
じて、前記位置ポインタの周囲を旋回するように方向ポインタを表示制御する方向ポイン
タ表示制御機能と、
　を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の表示システムによれば、表示装置が操作装置の動きと連動して、ポインタの表
示を制御することができる。したがって、操作者は、操作装置を持ったまま、操作装置を
傾けたり回転させたりすることで、強調させたい部分を方向ポインタによって表示装置上
に適切に示すことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】第１実施形態における表示システムの外観及びシステム概要を説明するための図
である。
【図２】第１実施形態における表示装置、操作装置、通信装置の機能構成を説明するため
の図である。
【図３】第１実施形態における表示装置のメインの動作を説明するための図である。
【図４】第１実施形態における表示装置のメインの動作を説明するための図である。
【図５】第１実施形態における動作を説明するための図である。
【図６】第１実施形態における動作を説明するための図である。
【図７】第１実施形態における動作を説明するための図である。
【図８】第２実施形態における動作を説明するための図である。
【図９】第３実施形態における動作を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
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　以下、図面を参照して本発明を実施するための一実施形態について説明する。なお、説
明の都合上、実施形態としては、本発明の表示制御装置をタッチパネルと一体となった表
示装置に適用した場合を例に説明するが、操作者の操作入力により、オブジェクトが描画
・配置可能な表示装置であれば、何れの装置であっても適用可能なことは勿論である。
【００１５】
　［１．第１実施形態］
　［１．１　全体構成］
　まず、表示装置１０と、表示制御装置１５と、本発明の操作装置を適用した操作ペン２
０と、受信装置３０とによって構成される表示システム１の外観を図１（ａ）に示す。
【００１６】
　表示装置１０は、例えば液晶ディスプレイといった表示装置であり、タッチ入力が可能
なタッチパネルを有して構成されている。タッチ入力の検出方式としては、静電容量方式
のようなタッチパネルであっても良いし、感圧式のタッチパネルであってもよい。すなわ
ち、タッチ等、操作者の操作入力を適宜受け付けることが可能な装置であればよい。
【００１７】
　また、タッチする方法としては、操作者による指であってもよいし、操作ペン２０であ
ってもよい。ここで、操作ペン２０は、操作者が操作可能なボタンや、操作ペン２０の動
きや傾きを検出する機能部を有する。また、ボタンの状態や、操作ペン２０の動きや傾き
を含めたセンサ情報を、表示装置１０に接続された受信装置３０へ送信する。
【００１８】
　表示制御装置１５は、いわゆるコンピュータであり、表示装置１０と接続されている。
ここで、オブジェクトや、各種情報を表示するために、例えばＨＤＭＩ（登録商標）や、
Ｄ－ＳＵＢ、ＤＶＩ等で接続されている。また、表示装置１０からのタッチ座標等の情報
を取得するために、例えばＵＳＢ等により接続されている。
【００１９】
　なお、表示制御装置１５は、表示装置１０に内蔵されていてもよい。すなわち、表示装
置１０が、表示制御装置１５を含み、一体として構成されてもよい。以下、説明の都合上
、表示制御装置１５の機能は、表示装置１０が内蔵しているものとして説明する。
【００２０】
　受信装置３０は、操作ペン２０から送信されたセンサ情報を受信し、さらにセンサ情報
を表示装置１０へ出力する装置である。操作ペン２０が受信したセンサ情報は、表示装置
１０が処理することができる情報に変換してから表示装置１０へ出力してもよいし、受信
したセンサ情報をそのまま表示装置１０へ出力してもよい。
【００２１】
　操作ペン２０と受信装置３０とは、一例としては無線通信可能であればよく、例えばＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）や、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）、ＩｒＤＡ（Infrared Dat
a Association）、ワイヤレスＵＳＢ等の無線通信によって接続してもよい。なお、本実
施形態における受信装置３０と、操作ペン２０とは、省電力で通信が可能であるＢＬＥ（
Bluetooth Low Energy）を利用して接続されることとして説明する。なお、表示装置１０
に、操作ペン２０と通信可能な送受信部を備える場合には、受信装置３０を利用せずに、
操作ペン２０と表示装置１０とを直接接続してもよい。
【００２２】
　ここで、本実施形態における操作ペン２０について説明する。図１（ｂ）は、操作ペン
２０の外観を示す図である。操作ペン２０は、ペン先Ｂ１２に導通性の部材を設けている
場合、例えば静電容量方式のタッチパネルについて操作入力を行うことができる。また、
ペン先Ｂ１２に感圧センサを設けることにより、筆圧等を検出することも可能である。
【００２３】
　また、操作ペン２０には状態を示すＬＥＤが設けられている。ＬＥＤでは、状態を示し
ており、例えば電池の状態や、通信状態等を報知することが可能である。また、例えばタ
ッチペンが描画可能な色等を表示するといった、アプリケーション側で利用してもよい。
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【００２４】
　さらに、操作ペン２０には、操作ボタンＢ１４が１又は複数設けられている。操作ボタ
ンＢ１４により、各種操作が実行できる。操作ボタンＢ１４に割り当てられる機能は、予
め割り当てられていても良いし、ユーザが任意の機能を割り当てられても良い。
【００２５】
　そして、ＬＥＤ、操作ボタンＢ１４は、操作ペンの上側において一直線上に並んでいる
。これにより、操作者は操作時にＬＥＤを視認し、状態を確認することも可能となる。
【００２６】
　また、操作ボタンＢ１４も複数設けられているときに、描画モード（例えば、画面にお
いて線や図形、文字といったオブジェクトを描画したり、タッチしてオブジェクトを選択
したりするモード）のときに利用する操作キーはペン先側に、プレゼンテーションモード
（例えば、表示されているスライドのページを切り替えたり、ポインタを表示したりする
モード）のときに利用する操作キーはペン後側（ペン尻側）に割り当てても良い。
【００２７】
　また、操作ペン２０には、動作検出部として、６軸センサ（３軸加速度センサ＋３軸ジ
ャイロセンサ）が内蔵されており、操作ペン２０の姿勢や、動きを検出することができる
。具体的には、主に加速度センサにより操作ペン２０の姿勢（傾き）を検出する。また、
主にジャイロセンサにより操作ペン２０の動きを検出する。また、この２つのセンサから
出力される値を利用することで、操作ペン２０の上下左右の動きの検出、操作ペン２０の
回転（操作ペン２０の中心軸を回転軸とした場合の回転角度）の検出を行うことができる
。
【００２８】
　なお、動作検出部は、操作ペン２０の姿勢として操作ボタンＢ１４が配置されている側
を上側と検出する。すなわち、操作ボタンＢ１４が上側に来ているときが操作ペン２０の
回転角度は０度である。そして、操作ボタンＢ１４が上側に来ている位置から右回りに９
０度回転させた場合、操作ペン２０は＋９０度回っているとして、＋９０度が回転角度と
して検出される。また、操作ボタンＢ１４が上側に来ている位置から左回りに９０度回転
させた場合、操作ペン２０は－９０度回っているとして、－９０度（又は＋２７０度）が
回転角度として検出される。
【００２９】
　つづいて、本実施形態における表示システムの概要について、図１（ｃ）を参照して説
明する。本実施形態は、操作者が操作ペン２０を上下左右に動かすことにより、操作ペン
２０の動きに連動して、表示装置１０に表示されたポインタ（ポインタ画像）が移動表示
されるものである。いわゆる、プレゼンテーション等により利用されるポインタと同等の
機能が実現される。
【００３０】
　本実施形態では、操作ペン２０の動きに連動して表示されるポインタ（ポインタ画像）
と、操作ペン２０の動きに連動せず、固定した位置に表示される識別表示であるピン（ピ
ン画像）とを表示させることができる。そして、ポインタから所定の操作を行うことによ
り、ピンに切り替えて表示することができる。
【００３１】
　まず、ポインタについて説明する。本実施形態におけるポインタＰ１０として表示され
るポインタ画像は、図１（ｃ）の（１）に示す画像である。ここで、ポインタＰ１０には
、ポインタの位置を主に示す位置ポインタＰ１２と、ポインタの方向を示す方向ポインタ
Ｐ１４を有して構成されている。
【００３２】
　位置ポインタＰ１２は、略円形状のものであり、ポインタのある位置を示している。ま
た、位置ポインタＰ１２の周囲に沿うように移動可能（旋回可能）な方向ポインタＰ１４
が設けられている。
【００３３】
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　方向ポインタＰ１４は、例えば操作ペン２０を、操作者がひねる（回す）と、当該ひね
りに連動して位置ポインタＰ１２の周りを旋回して移動表示するものである。本図では、
略三角形の形状をしている。これは、方向ポインタを示す方向に頂点を有する図形である
ことが好ましいためである。したがって、三角形以外でも、例えば矢印や凸状の図形でも
よい。また、頂点出なくても方向が解ればよい。具体的には、山型の図形であってもよい
。
【００３４】
　そして、操作者が操作ペン２０を左方向に回せば、方向ポインタＰ１４はＤＬ方向に移
動して表示される。また、操作者が操作ペン２０を右方向に回せば、方向ポインタＰ１４
はＤＲ方向に移動して表示される。
【００３５】
　このように、位置ポインタＰ１２の周囲に沿って、方向ポインタＰ１４を表示すること
ができることから、ポインタ（画像）Ｐ１０全体が回転表示しているように視認すること
ができる。これにより、操作者は、位置ポインタＰ１２で示したい位置（例えば、注目さ
せたい大まかな位置）を、方向ポインタＰ１４で、より細かく示したい位置（例えば、注
目させたい細かい文字や数字等）を、適切に示す操作を行うことができる。
【００３６】
　なお、本実施形態では、回転しないで表示される位置ポインタＰ１２と、位置ポインタ
Ｐ１２の周囲を沿って旋回して表示される方向ポインタＰ１４について説明するが、ポイ
ンタＰ１０を一体として表示しても良い。この場合は、ポインタＰ１０が、操作ペン２０
の移動に応じて連動して移動表示され、検出された回転角度に応じて連動して回転表示さ
れることとなる。
【００３７】
　また、位置ポインタＰ１２は、方向ポインタＰ１４より大きい表示であることが好まし
いが、同じ大きさであっても良いし、方向ポインタＰ１４の方が大きくてもよい。また、
位置ポインタＰ１２と、方向ポインタＰ１４とは、同じ色で表示されても良いし、異なる
色で表示されても良い。
【００３８】
　つづいて、ポインタから識別表示の１つであるピンの切替えについて説明する。図（ｂ
）の（２）に示すように、操作者が操作ペン２０を下向きになるように、方向ＤＬ２にひ
ねる動作を行う。そうすると、方向ポインタはＰ１４の位置に、位置ポインタＰ１２の周
囲を旋回して移動表示される。
【００３９】
　ここで、方向ポインタＰ１４の位置（すなわち、方向ポインタが指し示す方向）が下側
（回転角度が略１８０度）となったときに、ポインタ画像は、図１（ｃ）の（３）に示す
ように、ピン画像Ｐ２０に表示が切り替わる。このとき、ピン画像はまだ決定状態ではな
く、次の操作者の操作でピン画像として固定表示されることを示している。
【００４０】
　すなわち、ポインタの操作者が操作中（例えば操作ボタンを押下中）に、操作ペン２０
の移動に連動して表示されているのに対し、ピンが表示状態のときに、操作者が操作をす
ることで、ピン画像としてその位置に固定表示されることとなる。
【００４１】
　このように、本実施形態によれば、操作ペン２０の移動に連動してポインタ画像や、ピ
ン画像が連動して表示される。また、ポインタとピンとを、操作者の操作によって容易に
切り替えることが可能となる。
【００４２】
　なお、識別表示として、本実施形態では「ピン」の形状として説明するが、ピン以外に
も例えば星形であったり、色の異なる円であったり、文字であったりと、他の形状であっ
てもよいことは勿論である。なお、以下、識別表示はピンとして説明する。
【００４３】
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　［１．２　機能構成］
　つづいて、図２を参照して各装置の機能構成について説明する。図２は、表示装置１０
（表示制御装置１５）と、操作ペン２０と、受信装置３０との機能構成を説明するための
図ある。本実施形態においては、表示装置１０と、受信装置３０とは、表示装置１０側の
ＵＳＢ接続部１８０と、受信装置側のＵＳＢ接続部３１０とによって接続されている。
【００４４】
　［１．２．１　表示装置の機能構成］
　表示装置１０は、制御部１００と、表示部１１０と、操作検出部１２０と、ポインタ処
理部１３０と、ペン識別部１４０と、画像処理部１５０と、通信部１６０と、記憶部１７
０と、ＵＳＢ接続部１８０とを備えて構成されている。なお、本実施形態では、表示装置
１０に表示制御装置１５が内蔵されていることして説明しているが、必要に応じて表示制
御装置１５が機能を有していてもよい。
【００４５】
　制御部１００は、表示装置１０の全体を制御するための機能部である。制御部１００は
、記憶部１７０に記憶されている各種プログラムを読み出して実行することにより各種機
能を実現しており、例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）等により構成されている
。
【００４６】
　表示部１１０は、操作者に対して各種情報を表示したり、オブジェクトが表示されたり
する機能部である。また、本実施形態においては、後述するポインタ表示や、ピン表示が
併せて表示される。表示部１１０は、例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：liquid cryst
al display）や、有機ＥＬディスプレイ等により構成されている。
【００４７】
　また、表示部１１０は、表示画面を構成しており、表示画面にオブジェクトが表示され
る。表示画面は、１又は複数の領域から構成されてもよい。また、オブジェクトとしては
、文字、図形、写真（画像）といったコンテンツであったり、ドキュメント、動画像とい
ったりしたものでもよい。
【００４８】
　操作検出部１２０は、操作者からの操作を検出するための機能部である。例えば、表示
部１１０と一体に構成されるタッチパネルや、ハードウェアボタン等により構成されてい
る。タッチパネルによる操作の検出方式としては、静電容量方式であったり、抵抗膜方式
等の感圧式や、赤外線方式、電磁誘導方式であったりと何れの方法であってもよい。
【００４９】
　ポインタ処理部１３０は、操作ペン２０から受信したセンサ情報に基づき、表示部１１
０に表示するポインタの位置（ポインタ位置）やポインタの傾きの算出や、ポインタとし
て表示される画像であるポインタ画像を管理する機能部である。
【００５０】
　ペン識別部１４０は、操作ペン２０を識別する機能部である。操作ペン２０を識別する
方法としては、操作ペン２０を識別できる一意の識別情報として、例えば、シリアル番号
や、ＭＡＣアドレス等を利用して、操作ペンを識別する。
【００５１】
　画像処理部１５０は、表示部１１０において表示される画像の処理を実行する機能部で
ある。一般的な画像処理として、例えば画像データを鮮鋭化処理したり、色調整処理した
りして出力することができる。また、本実施形態においては、表示されている画像（コン
テンツ）に、ポインタ画像（ピン画像）を重畳して表示するための画像処理を実行する。
【００５２】
　通信部１６０は、表示装置１０が外部機器と通信を行うための機能部である。例えば、
有線／無線ＬＡＮで利用されるＮＩＣ（Network Interface Card）や、３Ｇ／ＬＴＥ回線
に接続可能な通信モジュールにより実現されている。
【００５３】



(9) JP 6934776 B2 2021.9.15

10

20

30

40

50

　記憶部１７０は、表示装置１０の動作に必要な各種プログラムや、各種データが記憶さ
れている機能部である。記憶部１７０は、例えば、半導体メモリであるＳＳＤ（Solid St
ate Drive）や、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）等により構成されている。
【００５４】
　ＵＳＢ接続部１８０は、ＵＳＢ機器を接続するための接続インタフェースである。本実
施形態では、ＵＳＢデバイスとして受信装置３０が接続される。受信装置３０の機能につ
いては後述する。なお、ＵＳＢ接続部としては、ＵＳＢ２．０／３．０／３．１のインタ
フェースで構成されている。
【００５５】
　［１．２．２　操作ペンの機能構成］
　つづいて、操作ペン２０の機能構成について説明する。操作ペン２０は、制御部２００
と、操作部２１０と、感圧センサ２２０と、動作検出部２３０と、無線通信部２４０とを
備えて構成されている。
【００５６】
　制御部２００は、操作ペン２０の全体を制御するための機能部である。制御部２００は
、例えばＣＰＵ等により構成されている。
【００５７】
　操作部２１０は、操作者による操作を検出する機能部である。例えば、操作ペン２０に
１又は複数のボタンを設け、当該ボタンの状態（どのボタンが押下されているのか）を検
出する。そして、検出されたボタンの状態は、センサ情報に含めて、表示装置１０に送信
される。なお、操作部２１０は、例えば、図１（ｂ）に示した操作ボタンＢ１４である。
【００５８】
　感圧センサ２２０は、操作ペン２０のペン先の押し込み操作されたときの押し深さ（押
込み量）を検出する機能部である。押込み量の検出方法は、公知の技術を用いればよい。
また、操作ペン２０を用いて、表示装置１０に対してストロークを描画する操作をする場
合、感圧センサ２２０で検出された押込み量に応じて、ストロークの太さを変えたり、ス
トロークの透明度を変えたりしてもよい。なお、感圧センサ２２０は、例えば、図１のペ
ン先Ｂ１２に接続されている。
【００５９】
　動作検出部２３０は、操作ペン２０の動作を検出するための機能部であり、各種センサ
によって構成されている。本実施形態では、操作ペン２０の動きを検出する３軸ジャイロ
センサ（角速度センサ）や、操作ペン２０の傾きを検出する３軸加速度センサを備えて構
成されている。
【００６０】
　３軸ジャイロセンサでは、例えばヨー軸、ピッチ軸、ロール軸の３軸における回転角速
度を検出し、出力する。また、３軸加速度センサは、Ｘ軸、Ｙ軸、Ｚ軸の加速度が検出さ
れ、出力される。そして、回転角速度（回転速度）と、加速度といった変位が、センサ情
報としてとして、出力される。
【００６１】
　動作検出部２３０から出力されたセンサ情報は、無線通信部を介して受信装置３０（表
示装置１０）に送信される。表示装置１０は、受信されたセンサ情報に基づいて、操作ペ
ン２０の姿勢である向き、ひねり、位置等を算出する。すなわち、操作ペン２０の動きを
示す動き情報と、操作ペン２０の姿勢を示す姿勢情報を算出することができる。
【００６２】
　なお、本実施形態のセンサ情報には、例えば操作部２１０による操作状態（操作ボタン
のセンサの出力情報）も含まれることとする。すなわち、姿勢情報は、操作ペン２０のセ
ンサから出力される情報であり、操作ペン２０の動き、回転状態、位置、ボタンが選択さ
れたか否かといった、操作ペン２０の状態を取得するのに利用される情報となる。
【００６３】
　無線通信部２４０は、後述する受信装置３０と接続可能な近距離無線通信技術によって
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、受信装置３０にセンサ情報を送信する機能部である。例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）や、ＢＬＥ（Bluetooth Low Energy）によって接続される。
【００６４】
　［１．２．３　受信装置の機能構成］
　つづいて、受信装置３０の機能構成について説明する。受信装置３０は、ドングルとし
て表示装置１０に接続されるものであり、ＲＦ（Radio Frequency）制御部３００と、Ｕ
ＳＢ接続部３１０と、無線通信部３２０とを備えて構成されている。
【００６５】
　ＲＦ制御部３００は、操作ペン２０の無線通信部２４０から送信されるセンサ情報を表
示装置１０が処理可能な情報に変換したり、センサ情報をＵＳＢ接続部３１０から出力し
たりする制御を行う機能部である。ＲＦ制御部３００は、例えばＣＰＵ等により構成され
ている。
【００６６】
　ＵＳＢ接続部３１０は、表示装置１０へセンサ情報を出力するための機能部である。例
えば、ＵＳＢ２．０／３．０／３．１のインタフェースで構成されている。
【００６７】
　無線通信部３２０は、操作ペン２０と接続可能な無線通信技術によって、操作ペン２０
から送信されるセンサ情報を受信する機能部である。例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）や、ＢＬＥによって接続される。
【００６８】
　［１．３　処理の流れ］
　つづいて、第１実施形態における処理の流れについて、図３及び図４を用いて説明する
。図３及び図４は、第１実施形態におけるメイン処理について記載した動作フローである
。
【００６９】
　表示装置１０と、操作ペン２０とが接続されている場合、操作ペン２０からセンサ情報
が出力（送信）されていることから、このセンサ情報を受信する（ステップＳ１０２）。
なお、表示装置１０と、操作ペン２０との接続は、自動的に接続されても良いし、操作者
が任意の操作により接続してもよい。
【００７０】
　つづいて、受信されたセンサ情報から、操作ペン２０の操作ボタン（操作スイッチ）が
選択状態であることを判定する（ステップＳ１０４）。ここで、操作スイッチが選択状態
であるとは、例えば操作ボタンであれば、操作ボタンが押下されている状態をいい、単な
るタッチスイッチであれば、タッチされている状態をいう。すなわち、操作入力が出来る
手段が選択され続けていればよい。
【００７１】
　そして、操作スイッチが選択されている場合は、当該選択状態が一定時間（ポインタ表
示時間）以上続いているかを判定する（ステップＳ１０４；Ｙｅｓ→ステップＳ１０６）
。ポインタ表示時間としては、表示画面上にポインタ（画像）が表示されるまでの時間で
あり、好ましくは１秒程度であるが、例えば０．５秒～２秒程度や、５秒以下といった所
定の時間であればよい。また、操作者により設定可能な時間であってもよく、当該時間が
無くても（０秒であっても）よい。
【００７２】
　操作ボタンの選択状態がポインタ表示時間以上継続している場合、ポインタ（ポインタ
画像）を表示する。ここで、まず表示位置としては、ポインタ（ピン）画像が表示されて
いなければ、ポインタを表示する座標の初期位置として、表示画面の中央に設定する（ス
テップＳ１１０）。
【００７３】
　ここで、初期位置としては、種々の方法が考えられる。例えば、表示画面の中央でなく
、前回ポインタ（ピン）が終了した位置（消去された位置）であってもよい。また、表示
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されているコンテンツの中央であったり、所定位置（例えば左上等）であったりしてもよ
い。
【００７４】
　また、現在のポインタ座標から、センサ情報に基づいて新たなポインタ座標が算出され
る（ステップＳ１１２）。
【００７５】
　ポインタ座標とは、表示装置１０に表示するポインタ又はピンを表示する位置である。
ポインタ座標の計算は、例えば、以下の手順により行う。
【００７６】
　（１）初めてステップＳ１１２の処理を実行するときは、ポインタ座標を表示装置１０
の表示部１１０における中央とする（ステップＳ１１０）。
【００７７】
　（２）２回目以降のステップＳ１１２の処理の実行は、ポインタ座標と、受信されたセ
ンサ情報とに基づいて、新たなポインタ座標を算出する。
【００７８】
　ここで、ポインタ座標、前回受信されているセンサ情報と、現在受信されたセンサ情報
とを比較することにより、操作ペン２０の方向や角度の変位が算出できる。そして、この
変位に基づいて、ポインタ位置を計算することが可能である。
【００７９】
　ここで、加速度センサは、操作ペン２０が静止している時には、高精度で操作ペン２０
の傾きを検出できるが、操作ペン２０を動かしているときと、操作ペン２０が垂直に近い
場合は傾きを正確に検出できない。また、ジャイロセンサは動きに対する精度は高いが、
動きの累積に基づく相対値としてポインタ座標を計算する場合、長時間ジャイロセンサの
値による計算を続けると、誤差が蓄積する。
【００８０】
　そこで、角速度センサが検出した値と、加速度センサが検出した値とを考慮してポイン
タ座標を計算してもよい。
【００８１】
（１）操作ペン２０を静止している場合は加速度センサで基準となる値（基本姿勢）を取
得する。
【００８２】
（２）操作ペン２０を動かしているときと、操作ペン２０が垂直に近いときには、加速度
センサによる影響を弱め、ジャイロセンサによる相対計算を主に行う。
【００８３】
（３）再び操作ペン２０が静止した場合は、加速度センサで基準となる値（基本姿勢）を
取得する。
【００８４】
　この場合、基本姿勢からの相対位置に基づいてポインタ座標を計算し、操作ペン２０の
静止時に基本姿勢を取得し直すことで、精度の高いポインタ座標の計算が可能である。
【００８５】
　つづいて、表示装置１０の回転角度がピン切替角度になっているかを判定する（ステッ
プＳ１１４）。ここで、ピン切替角度は、ポインタの表示からピンの表示に切り替わる角
度であり、好ましくは略１８０度である。また、このピン切替角度は所定の範囲を示して
も良い。例えば、１７５度～１８５度のように示しても良い。すなわち操作者側からみて
、下側になる角度が好ましい。
【００８６】
　したがって、テーブルディスプレイのように、四方向に操作者がいる場合は、それぞれ
の操作者が下方向となればよい。例えば、操作者がそれぞれ利用している操作ペン２０が
下向きとなるように、操作者側を向く方向、すなわち操作ペン２０の操作ボタンが下向き
になる角度である略１８０度となればよい。
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【００８７】
　なお、操作ペン２０の角度は、操作ペン毎に算出可能であるが、表示制御装置１５がそ
れぞれ絶対的な角度として算出してもよい。具体的には、上側にいる操作者は０度、右側
にいる操作者は９０度、下側にいる操作者は１８０度、左側にいる操作者は２７０度と、
それぞれ設定されてもよい。
【００８８】
　このピン切替角度は、換言すれば、操作ペン２０に設けられた操作ボタンが下向きにな
る位置である。したがって、本実施形態のように、表示装置１０が正立している状態では
、操作者は手前方向にいることになるため、表示装置の下方向の角度となり、装置上側を
基準（０度）に略１８０度となる。以下、ピン切替角度は略１８０度として説明する。
【００８９】
　回転角度が略１８０度でなければ、ポインタ座標の位置にポインタ（画像）を表示する
（ステップＳ１１４；Ｎｏ→；ステップＳ１１６）。回転角度が略１８０度の場合は、ポ
インタの画像をピン（ピン画像）に切り替えて、ポインタ座標の位置にピン（ピン画像）
を表示する（ステップＳ１１４；Ｙｅｓ→ステップＳ１１８）。
【００９０】
　これにより、表示画面に表示されたコンテンツ等の上にポインタ画像又はピン画像が重
畳表示されることとなる。
【００９１】
　つづいて、操作ペン２０からセンサ情報を受信し、操作ボタンが選択状態であるかを判
定する（ステップＳ１２０→ステップＳ１２２）。操作ボタンが選択状態である場合は、
ステップＳ１０８に戻り処理を繰り返し実行する（ステップＳ１２２；Ｙｅｓ→ステップ
Ｓ１０８）。
【００９２】
　すなわち、操作ボタンが選択されている状態が続いている場合は、操作ペン２０から受
信したセンサ情報に基づき、ポインタ画像又はピン画像を、操作ペン２０の動作に連動し
て表示し続ける。
【００９３】
　図３のステップＳ１２２でボタンが選択状態でない場合（選択状態が解除された場合）
は、再度、操作ペン２０の操作ボタンが選択されたかを判定する（図３ステップＳ１２２
；Ｙｅｓ→図４ステップＳ１２４）。
【００９４】
　操作ボタンが再度選択された場合は、ポインタ画像が表示されているか否かを判定する
（ステップＳ１２４；Ｙｅｓ→ステップＳ１２６）。ポインタ画像が表示されていれば、
方向ポインタの先端位置の座標にクリックの割込を発生させる（ステップＳ１２６；Ｙｅ
ｓ→；ステップＳ１２８）。すなわち、ポインタ画像の先端位置で、項目やリンクといっ
たものを選択することができる。
【００９５】
　ピン画像が表示されている場合、ピン画像が表示されている位置（ピン位置）に、ピン
画像を固定する（ステップＳ１２６；Ｎｏ→ステップＳ１３０）。その後、ポインタ（ピ
ン）画像を消去する（ステップＳ１３２）。
【００９６】
　また、操作ペン２０のボタンが選択されない場合は、ポインタ消去時間経過したか否か
を判定する（ステップＳ１２４；Ｎｏ→ステップＳ１３４）。ポインタ消去時間経過した
場合はポインタを消去する（ステップＳ１３４；Ｙｅｓ→；ステップＳ１３２）。
【００９７】
　ポインタ消去時間を経過しない場合は、ステップＳ１２４へ戻る（ステップＳ１３４；
Ｙｅｓ→；ステップＳ１２４）。ポインタ消去時間としては、好ましくは１～２秒程度で
あるが、設定により長くても短くても良い。すなわち、所定時間経過後に消滅することが
好ましいが、操作ボタンの選択が解除したタイミングで消去してもよいし、消去しなくて
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もよい。
【００９８】
　なお、上述した実施形態は、回転角度が略１８０度となった場合（操作ペン２０が切替
角度である場合）は、ピン表示に切り替わり、それ以外についてはポインタ表示されるこ
ととして説明したが、一度ピン表示に切り替わった場合は、そのままピン表示の状態を維
持してもよい。すなわち、一度、図３のステップＳ１１４でＹｅｓに遷移し、ピン表示に
切り替わると、それ以降はピンが消去されるまで、ピン表示のままであってもよい。
【００９９】
　また、ステップＳ１１４において、切替角度は略１８０度と１つの場合について説明し
たが、第１切替角度、第２切替角度の２つの切替角度を有していても良い。例えば、第１
切替角度（略１８０度）でピン表示に切り替わるが、ポインタ表示を再度表示するには第
２切替角度（略１５０～略２１０度）に該当したか否かを判定する。
【０１００】
　これにより、ピン表示とポインタ表示とを、短い時間で切り替えるといったことを防ぐ
ことが可能となる。
【０１０１】
　［１．４　動作例］
　本実施形態の動作例を、図を参照して説明する。図５は、ポインタの表示例である。図
５（ａ）に示した画面例は、表示画面Ｗ１００に、位置ポインタＰ１００と方向ポインタ
Ｐ１０２とによって構成されるポインタを表示している。この状態で、操作者が操作ペン
２０を反時計回り方向へ回転させると、方向ポインタＰ１０２は位置ポインタＰ１００の
周囲を沿ってＰ１方向へ旋回し移動する。同様に、操作ペン２０を時計回り方向へ回転さ
せると、方向ポインタＰ１０２は位置ポインタＰ１００の周囲を沿ってＰ２方向へ旋回し
移動する。
【０１０２】
　操作ペン２０を上下左右に移動させれば、その移動に伴ってポインタも移動する。また
、移動と回転の操作を組み合わせて操作することも可能である。例えば、図５（ｂ）の表
示画面Ｗ１１０に示すように、ある時点においてポインタがＰ１１０に表示されていたと
する。この後、操作ペン２０を左下から右上へ移動させ、反時計回り方向へ回転させた場
合は、ポインタはＰ１１２に示すように表示される。すなわち、移動の操作によってポイ
ンタがＰ３ａ方向へ移動し、回転の操作によって方向ポインタがＰ３ｂ方向へ移動する。
【０１０３】
　図６は、操作者が操作ペン２０を左に回し、操作ペン２０を略床方向に回転させた場合
である。
【０１０４】
　はじめに、図６（ａ）に示すように、表示画面Ｗ１２０には、点線で示した位置に方向
ポインタが表示されていたとする。この状態から、操作者が操作ペン２０を左に回すこと
により、表示画面Ｗ１２０に表示された方向ポインタはＰ３方向へ移動して、下向きに表
示される位置に移動する。
【０１０５】
　このとき、操作ペン２０が略床方向に回転させられたとしてポインタ画像からピン画像
へ表示を切り替える。したがって、図６（ｂ）の表示画面Ｗ１３０のポインタ位置には、
Ｐ１３０で示すようなピン画像が表示される。このように、ポインタの代わりにピン画像
を表示することで、操作者にピンを固定できる状態に変更したことを視認させることがで
きる。
【０１０６】
　図７は、表示画面Ｗ１４０に、ピンをＭ１４０及びＭ１４２の位置に固定し、ポインタ
Ｐ１４０を表示している画面の例である。本実施形態においては、図３及び図４で示した
動作により、ピンは１又は複数のピン位置で固定することができ、固定された位置にピン
は、表示画面に表示し続けられる。
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【０１０７】
　上述のように、操作者は操作ペン２０の操作によって、ポインタを表示したり、ピンを
固定したりすることができる。ポインタは操作ペン２０の移動操作、回転操作に連動して
、位置ポインタと方向ポインタが表示されるため、注目すべき箇所を直感的に示すことが
できる。また、ピンを固定する操作によりピンが表され続けるため、ポインタの操作と組
み合わせて、閲覧者に注目すべき点を適切に示すことが可能となる。
【０１０８】
　本実施形態において、位置ポインタ画像は丸としている。丸自体には方向を示す要素が
ないため、位置を示すものとして受け入れられやすいと考えられる。また、位置ポインタ
は操作ペン２０を回転させても表示が変わることなく、方向ポインタのみが位置ポインタ
の周囲に沿って回転するため、安定感がある。
【０１０９】
　ポインタやピンはある程度の大きさで表示することにより、マウスポインタやレーザー
ポインタを用いて注目すべき箇所を示す場合に比べて視認性がよい。また、方向ポインタ
で位置を表示することができるため、どの方向に注目すべきかを示すことが可能である。
【０１１０】
　なお、本実施形態の画面例の図である図７において、固定されたピンであるピンＭ１４
０とＭ１４２とを同じ画像で表示させているが、ピンを固定した順番が分かるように、固
定順を表す数字をピン画像に重ねて表示してもよい。固定順を表示することで、どの順番
に注目する箇所を追えばよいかが明確に表現することができる。
【０１１１】
　［２．第２実施形態］
　第２実施形態について説明する。第２実施形態は、表示装置１０が複数の操作ペン２０
のセンサ情報を受信する実施形態である。第２実施形態における表示装置１０、表示制御
装置１５、操作ペン２０、受信装置３０の機能構成と処理の流れは、第１実施形態と同一
であるため、その説明を省略する。
【０１１２】
　ここで操作ペン２０がセンサ情報を送信する場合は、センサ情報に操作ペン２０の識別
情報を含めるものとする。また、送信されたセンサ情報がどの操作ペン２０によるものか
は、ペン識別部１４０によって識別される。
【０１１３】
　また、図３に示した処理の流れのうち、ステップＳ１０２及びステップＳ１２０で受信
するセンサ情報は、操作ペン２０毎に識別し、操作ペン２０毎に、ポインタ座標の計算、
ポインタの表示、クリックの発生、ピンの表示、ピンの固定を行う。
【０１１４】
　図８に画面例を示す。表示画面Ｗ２００には、２つのポインタＰ２００とＰ２０２とが
表示されている。また、ポインタＰ２００及びＰ２０２の位置ポインタの中央には識別表
示として、操作ペン毎に割り当てられた数字を表示している。このように、操作ペン２０
毎に、ポインタの表示方法を変え、操作者が識別表示（数字）を認識することで、操作者
は自分が操作しているポインタを認識することができる。
【０１１５】
　位置ポインタに表示する番号は、操作ペン２０毎に固有の数字であってもよいし、ポイ
ンタを表示させた順番に付与した数字であってもよい。また、ポインタの識別表示は、上
述した表示以外にも、位置ポインタに特有の絵（アイコンやプロフィール写真）を表示し
てもよいし、ポインタの配色を変えてもよい。また、識別表示は、位置ポインタに表示さ
せているが、方向ポインタに表示したり、ポインタの近傍に識別表示をしたりしてもよい
。
【０１１６】
　また、ピン画像も操作ペン２０毎に固有の配色を施したピン画像としてもよいし、形状
の異なるピン画像としてもよい。ピン画像を操作ペン２０毎に変えることで、操作者は自
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分が操作しているピンや、自分が固定したピンを識別することができる。
【０１１７】
　上述のように、本実施形態によれば、複数の操作者がポインタの操作が可能となる。し
たがって、注目箇所を示すために、表示装置１０に接続されているマウスなどといった操
作装置を共有する必要がなくなり、効率的である。また、複数の操作ペン２０毎にポイン
タの表示方法を変えることで、複数の操作者が同時に操作ペン２０を操作しても、操作が
混乱することを低減させる効果が期待できる。
【０１１８】
　［３．第３実施形態］
　第３実施形態は、ポインタとして方向ポインタのみを表示する実施形態である。すなわ
ち、第１実施形態及び第２実施形態で表示していた位置ポインタの表示を省略し、方向ポ
インタによって、方向と位置を表現する実施形態である。
【０１１９】
　第３実施形態は、表示装置１０が複数の操作ペン２０のセンサ情報を受信する実施形態
である。第３実施形態における表示装置１０、表示制御装置１５、操作ペン２０、受信装
置３０の機能構成と処理の流れは、第１実施形態と同一であるが、ステップＳ１１６のポ
インタ表示の処理において、ポインタ位置に方向ポインタを表示する点において、第１実
施形態と異なる。
【０１２０】
　図９に画面例を示す。表示画面Ｗ３００には、ある時点において、点線で示した位置に
方向ポインタＰ３００が表示されていたとする。この後、操作ペン２０を左下から右上へ
移動させ、反時計回り方向へ回転させた場合は、方向ポインタはＰ４方向へ移動し、Ｐ３
０２に示すように表示される。
【０１２１】
　本実施形態では、第１実施形態と比べて、ポインタが占める領域を減らすことができる
。特に、多くのポインタが表示される可能性がある場合には、方向ポインタのみを表示す
ることで、ポインタによって隠されてしまうオブジェクト等の面積が減るため、有効的で
ある。
【０１２２】
　［４．第４実施形態］
　つづいて、第４実施形態について説明する。第４実施形態は、上述した実施形態と異な
る方法で、ポインタからピンに切り替える実施形態である。第２実施形態における表示装
置１０、表示制御装置１５、操作ペン２０、受信装置３０の機能構成と処理の流れは、第
１実施形態と同一であるため、その説明を省略する。
【０１２３】
　上述した実施形態では、ポインタ表示と、ピン表示とを回転角度に応じて切り替えてい
たが、例えばジェスチャー操作によって切り替えても良い。
【０１２４】
　いくつか例を説明すると、操作ペン２０を反転（例えば、ペン先とペン後（ペン尻）と
を逆に入れ替える）ことにより、ポインタ表示とピン表示とを切り替える。また、操作者
が操作ペン２０を回転する速度を所定の閾値（すなわち、通常より速い回転）をした場合
にはピン表示に切り替える。また、操作ペン２０を振ることにより、ピン表示と切り替え
ても良い。
【０１２５】
　すなわち、ポインタの表示からピン表示に切り替える切替え動作については、種々の動
作が考えられる。第１実施形態等においては、操作ペン２０が下向きになったことを切替
え動作としていたが、本実施形態のように、他の動作であってもよい。
【０１２６】
　また、ポインタとピンとは、随時切り替えられても良いし、ピンが表示された場合は、
その状態が維持されても良い。例えば、図３のステップＳ１１４において、一度ピン表示
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（ステップＳ１１８）がなされると、それ以降はピン表示が維持される。すなわち、ピン
表示（ポインタ表示）が一度消去されるまで、ピンの状態として表示され続けることとな
る。
【０１２７】
　［４．効果・変形例］
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も特許請
求の範囲に含まれる。
【０１２８】
　手に持てるサイズのデバイスを動かし、その動きを検出するセンサを用いて画面上のポ
インタを操作できるデバイスにおいて、画面上の位置だけでなくデバイスのひねり角度も
検出できるようにする。そして、ひねりに応じてポインタ画像を回転させるようにする。
これにより、画面上の任意の箇所を指し示すだけでなく、回転したポインタ画像により使
用者が指示したい箇所やニュアンスをより具体的に表現できる。この目的に適したポイン
タ画像として、円を中心としその周りにひねりに応じて円の周りを回転する三角計を加え
たデザインを提案することにより、従来にない効果が期待できる。
【０１２９】
　また、実施形態において各装置で動作するプログラムは、上述した実施形態の機能を実
現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）
である。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的に一時記憶装置
（例えば、ＲＡＭ）に蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤ、ＳＳＤの記憶装置に格納
され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行なわれる。
【０１３０】
　また、上述した実施形態は、説明の都合上、それぞれ別に説明している部分があるが、
技術的に可能な範囲で組み合わせて実行してもよいことは勿論である。例えば、第２実施
形態と第３実施形態とを組み合わせてもよい。具体的には、プレゼンテーションを発表す
る場において、発表者の操作ペン２０によるカーソルは位置ポインタと方向ポインタとを
表示し、閲覧者の操作ペン２０によるカーソルは方向ポインタのみを表示し、それぞれの
方向ポインタの配色を変更する。このように発表者と閲覧者とでカーソルの表示を変える
ことで、発表者が強調したい点と、閲覧者が注目している点とを表示することが可能であ
る。
【０１３１】
　なお、上述した実施形態では、表示装置の一例として、操作入力が検出可能な据置き型
の表示装置を例に説明したが、同様のことが実現可能な装置であれば適用可能なことは勿
論である。例えば、プロジェクタを用いてホワイトボードや壁面に表示画面を照射し、当
該プロジェクタ又は別体の検出装置によりペン操作を検出することにより実現してもよい
。プロジェクタは、壁掛型であってもよいし、机上型であってもよい。すなわち、表示装
置には、表示と操作検知とが併せて行える一体型の装置も、表示と操作検知とが異なる別
体型の装置も含まれる。
【０１３２】
　また、市場に流通させる場合には、可搬型の記録媒体にプログラムを格納して流通させ
たり、インターネット等のネットワークを介して接続されたサーバコンピュータに転送し
たりすることができる。この場合、サーバコンピュータの記憶装置も本発明に含まれるの
は勿論である。
【符号の説明】
【０１３３】
１０　表示装置
　１００　制御部
　１１０　表示部
　１２０　操作検出部
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　１３０　ポインタ処理部
　１４０　ペン識別部
　１５０　画像処理部
　１６０　通信部
　１７０　記憶部
　１８０　ＵＳＢ接続部
１５　表示制御装置
２０　操作装置
　２００制御部
　２１０　操作部
　２２０　感圧センサ
　２３０　動作検出部
　２４０　無線通信部
３０　受信装置
　３００　ＲＦ制御部
　３１０　ＵＳＢ接続部
　３２０　無線通信部

【図１】 【図２】



(18) JP 6934776 B2 2021.9.15

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(19) JP 6934776 B2 2021.9.15

【図７】

【図８】

【図９】



(20) JP 6934776 B2 2021.9.15

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０６Ｆ    3/0346   ４２５　        　　　　　

    審査官  塚本　丈二

(56)参考文献  国際公開第２０１７／０１８３８４（ＷＯ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２００２／００６０６７０（ＵＳ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１３／０９４３７１（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２００５－１０７９６３（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１２／０３２７０４２（ＵＳ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２０１２／０１８２２７１（ＵＳ，Ａ１）　　
              特開平０６－０６７７９９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｇ　　　５／００－５／４２
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０３４６


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

